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南西諸島海溝域では，フィリピン海プレートの沈み込みに伴う定常的な地震活動に加え，低周波微動や短期的

スロースリップイベントといったスロー地震活動も確認されている．主に島嶼部で構成される陸上観測網に

よってそれらの震源を求めると，南西諸島北部域では，地震がクラスター状に発生している場所があるほ

か，活動空白域となっているような場所も見て取れる．スロー地震に目を向けると，短期的スロースリップイ

ベントや低周波微動は，沈み込むフィリピン海プレートの浅部境界で広く活動していることが，地震・地殻変

動観測によってわかってきた．しかしながら，南西諸島北部域におけるすべり現象は，100 km以上離れ

た，かつ南北に点在する島嶼部からの観測によってのみ拘束されている．そのため，地震およびスロー地震の

活動がともに確認されている日本周辺海域の中でもとりわけ，両者の時空間的な対応関係やプレート境界にお

けるすべり特性の議論が進展していない． 

そこで著者らは，トカラ列島東方海域において長期収録型海底地震計を用いた繰り返し海底地震観測を実施し

てきた．2014年に開始した本観測は，2015年以降，観測点間隔が約40–60 kmの6台の自己浮上型海底地震計

によって，約1年周期で回収・設置を繰り返しながら観測を継続している．尚，2019年8月の回収航海を

もって，当該配置による第一次の観測体制は終了する． 

本研究では，普通の地震，特に相似地震に着目することで，クラスター状に分布していると見られる活動

を，その特徴に応じて分類し，それぞれの活動様式を議論する．微小な相似地震も分類するため

に，Matched-Filter法を採用し，波形相関により地震を検出した．上述の海底地震計および島嶼観測点の3成

分連続波形データを使用した．テンプレート波形は，鹿児島大学南西島弧地震火山観測所が作成した地震カタ

ログを参照し，マグニチュード3以上の地震を選択した．Matched-Filter法の適用に先立ち，テンプレート地

震の震源精度を向上させるため，海底地震計データからP波・S波の到達時刻を手動検測し，島嶼観測点の既存

読取値と統合して震源再決定した．相似地震解析の結果，大別して3つの活動様式に分類された．1つ目のパ

ターンは，ある期間に集中的に発生する地震群，2つ目は繰り返し地震のように，ある程度定期的に発生する

地震群，3つ目はランダムなタイミングで発生していると見られる相似地震群である．本発表では，各地震群

の空間分布についても示す． 

2019年4月からは，喜界島東方海域において観測点間隔20 km（計8台）のより稠密な第二次の海底地震観測

を開始した．本発表では当該観測についても報告する． 
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